
区
政
へ
の

区
政
へ
の

区
政
へ
の

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

女川町のがれき一時仮置場

大山駅の踏切

被災地支援をする板橋区職員

積
極
的
な
Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
導
入
を

【
質

問
】
東
京
電
力
�
以
外
の

電
気
事
業
者
で
あ
る
Ｐ
Ｐ
Ｓ
（
特

定
規
模
電
気
事
業
者
）
の
積
極
的

な
導
入
で
、
原
発
か
ら
の
脱
却
を
。

【
区

長
】
導
入
の
可
否
に
つ
い

て
は
十
分
検
討
を
進
め
て
い
く
。

中
学
柔
道
授
業
の
成
功
の
た
め
に

【
質

問
】
�
柔
道
指
導
経
験
者

の
積
極
的
活
用
を
。
�
体
育
や
部

活
動
で
は
事
故
に
つ
な
が
る
事
例

を
収
集
し
、
事
故
防
止
に
活
用
を
。

【
教
育
長
】
�
区
内
の
指
導
経
験

者
に
授
業
へ
の
協
力
を
働
き
か
け

る
。
�
収
集
し
た
事
例
を
各
校
で

情
報
共
有
し
、
安
全
な
指
導
へ
の

意
識
向
上
を
図
る
。

放
射
線
対
策
の
充
実
を

【
質

問
】
�
除
染
基
準
は
、
子

ど
も
の
身
長
を
考
慮
し
、
地
上
６０

�
で
毎
時
０.２３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

ト
以
上
が
妥
当
で
は
。
�
リ
ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
社

会
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
関
係
者
と

市
民
が
正
し
い
情
報
を
共
有
し
、

相
互
の
理
解
と
協
力
を
作
り
上
げ

る
手
法
。
区
職
員
へ
こ
の
手
法
の

研
修
を
。
�
宮
城
県
女
川
町
の
災

害
廃
棄
物
受
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、

丁
寧
な
住
民
説
明
会
の
実
施
を
。

【
区

長
】
�
国
の
方
針
に
準
じ

て
地
上
１
ｍ
で
毎
時
０.２３
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
と
し
た
。
幼
稚

園
、
保
育
園
、
公
園
で
は
地
上
５０

�
で
測
定
し
て
い
る
。
�
リ
ス
ク

発
生
時
の
職
員
の
対
応
力
強
化
に

努
め
る
。
�
誠
意
を
持
っ
た
分
か

り
や
す
い
説
明
を
行
い
、
住
民
に

理
解
と
協
力
を
求
め
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
高
島
平
団
地
高

齢
者
地
域
包
括
ケ
ア
検
討
委
員
会
、

災
害
時
に
お
け
る
個
人
情
報
の
取

扱
い
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
備
え
、

障
が
い
児
向
け
移
動
支
援
事
業
、

介
護
予
防
・
医
療
費
抑
制
の
た
め

の
太
極
拳
の
普
及
に
つ
い
て
質
問

が
あ
っ
た

視
野
を
広
げ
た
防
災
対
策
を

【
質

問
】
�
企
業
、
大
学
、
病

院
と
連
携
し
た
大
規
模
震
災
訓
練

の
実
施
を
。
�
一
斉
帰
宅
の
抑
制

と
企
業
の
物
資
備
蓄
の
促
進
を
。

【
区

長
】
�
医
師
会
な
ど
と
訓

練
参
加
を
協
議
中
。
多
く
の
企
業

や
団
体
の
参
加
で
訓
練
の
充
実
に

取
り
組
む
。
�
関
係
団
体
や
事
業

者
と
協
議
し
、
帰
宅
困
難
者
の
発

生
抑
制
と
物
資
備
蓄
を
促
進
す
る
。

区
内
交
通
網
の
整
備
促
進
を

【
質

問
】
�
か
つ
て
東
武
鉄
道

�
が
計
画
し
た
西
新
井
と
板
橋
を

結
ぶ
西
板
線
を
再
度
提
案
し
、
環

八
通
り
沿
い
の
環
状
鉄
道
と
な
る

エ
イ
ト
ラ
イ
ナ
ー
の
整
備
促
進
を
。

�
足
立
区
、
墨
田
区
で
は
鉄
道
立

体
交
差
化
が
進
ん
で
い
る
。
早
急

に
東
上
線
立
体
交
差
化
の
推
進
を
。

【
区

長
】
�
西
板
線
計
画
の
区

間
は
、
整
備
に
あ
た
り
重
要
。
板

橋
、
北
、
足
立
の
３
区
の
連
携
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
。
�
都
と
の

連
携
が
重
要
。
都
に
お
け
る
東
上

線
立
体
化
の
位
置
付
け
が
高
ま
る

よ
う
に
強
く
働
き
か
け
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
財
団
法
人
板
橋

区
中
小
企
業
振
興
公
社
に
つ
い
て

質
問
が
あ
っ
た

地
域
防
災
計
画
、
被
害
想
定
、
減

災
対
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
�
地
域
防
災
計
画
の

改
定
に
あ
た
り
被
害
想
定
は
ど
の

よ
う
に
見
直
す
の
か
。
�
大
震
災

発
生
時
に
不
幸
に
も
亡
く
な
る
方

の
遺
体
や
遺
骨
の
取
扱
い
は
。
�

延
焼
拡
大
の
危
険
性
が
高
い
地
域

の
延
焼
防
止
の
た
め
の
対
応
は
。

�
災
害
時
に
は
被
害
状
況
の
把
握
、

被
災
者
支
援
な
ど
二
次
災
害
も
含

め
、
被
害
軽
減
の
た
め
に
は
自
衛

隊
の
災
害
派
遣
の
受
入
れ
が
不
可

欠
で
あ
る
。
災
害
時
に
区
へ
の
派

遣
が
想
定
さ
れ
る
自
衛
隊
練
馬
駐

屯
地
の
部
隊
と
の
連
携
を
深
め
よ
。

【
区

長
】
�
都
は
被
害
想
定
を

２４
年
春
頃
に
見
直
す
。
被
害
想
定

を
行
う
こ
と
は
専
門
性
が
高
く
、

広
域
的
な
推
計
が
必
要
な
た
め
今

後
と
も
都
の
被
害
想
定
を
活
用
し
、

地
域
防
災
計
画
に
反
映
さ
せ
る
。

�
区
内
の
寺
院
や
病
院
で
対
応
可

能
だ
が
、
赤
塚
体
育
館
を
遺
体
収

容
所
に
位
置
付
け
て
い
る
。
�
都

と
の
連
携
を
図
り
、
消
防
水
利
の

拡
充
を
推
進
す
る
。
�
東
日
本
大

震
災
の
際
に
連
絡
要
員
の
派
遣
を

受
け
、
総
合
防
災
重
点
地
区
訓
練

に
も
参
加
。
今
後
も
区
を
担
当
区

域
と
す
る
部
隊
と
の
連
携
を
深
め

る
。

上
下
水
、
清
掃
工
場
、
荒
川
、
新

河
岸
川
を
利
用
し
た
事
業
創
設
を

【
質

問
】
�
消
費
税
増
税
だ
け

し
て
も
生
活
が
苦
し
く
な
る
の
が

実
情
。
区
民
を
含
め
た
国
民
全
体

の
所
得
を
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で

は
。
�
区
内
に
は
三
園
浄
水
場
、

下
水
処
理
場
で
あ
る
新
河
岸
水
再

生
セ
ン
タ
ー
、
高
島
平
清
掃
工
場

が
存
在
す
る
。
一
つ
の
区
内
に
浄

水
場
、
下
水
処
理
場
お
よ
び
清
掃

工
場
が
存
在
す
る
地
域
は
珍
し
い

と
思
う
が
見
解
は
。
�
区
内
に
あ

る
浄
水
場
、
下
水
処
理
場
、
清
掃

工
場
お
よ
び
そ
れ
ら
を
稼
動
さ
せ

る
の
に
必
要
な
電
力
施
設
を
備
え
、

こ
れ
ら
を
一
体
化
し
た
プ
ラ
ン
ト

を
構
築
し
、
こ
の
技
術
を
海
外
に

輸
出
す
べ
き
。

【
区

長
】
�
事
業
者
と
連
携
し
、

区
内
産
業
の
振
興
に
努
め
、
区
民

の
所
得
引
上
げ
に
つ
な
が
る
施
策

が
必
要
と
認
識
。
�
区
に
は
都
市

の
機
能
を
維
持
す
る
基
盤
が
整
っ

て
い
る
と
認
識
。
�
新
産
業
の
創

出
育
成
に
は
、
構
造
改
革
特
区
の

活
用
な
ど
様
々
な
可
能
性
を
大
胆

に
追
求
す
る
。
地
域
資
源
活
用
に

目
を
向
け
な
が
ら
区
内
産
業
の
活

性
化
に
全
力
で
取
り
組
む
。

高
齢
者
へ
の
訪
問
機
能
訓
練
を

【
質

問
】
柔
道
整
復
師
に
よ
る

機
能
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
は
、

高
齢
者
の
身
体
機
能
の
低
下
を
抑

止
で
き
る
な
ど
非
常
に
有
効
で
あ

る
。
よ
っ
て
柔
道
整
復
師
に
よ
る

引
き
こ
も
り
高
齢
者
に
対
す
る
訪

問
機
能
訓
練
の
実
施
を
。

【
区

長
】
引
き
こ
も
り
は
身
体

機
能
の
低
下
や
自
閉
傾
向
に
よ
る

社
会
性
の
喪
失
な
ど
問
題
が
あ
る
。

解
決
に
は
医
療
的
な
対
応
な
ど
を

含
む
総
合
的
な
対
策
が
必
要
。

木
造
住
宅
耐
震
化
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
�
な
ぜ
木
造
住
宅
の

耐
震
化
が
進
ま
な
い
の
か
。
�
木

造
住
宅
耐
震
化
推
進
助
成
の
補
助

率
を
上
げ
る
べ
き
で
は
。
�
今
の

耐
震
診
断
の
制
度
で
十
分
か
。

【
区

長
】
�
対
象
建
築
物
の
違

反
件
数
が
多
い
こ
と
が
原
因
と
考

え
ら
れ
る
。
�
限
ら
れ
た
予
算
で

多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
、
現
在
の
制
度
と
し
た
。
�
効

果
的
な
啓
発
活
動
を
行
い
、
耐
震

化
の
推
進
を
進
め
て
い
く
。

被
災
地
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

【
質

問
】
忘
れ
な
い
こ
と
、
風

化
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
。
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
で
被
災
地
に
寄
り
添

っ
て
引
き
続
き
支
援
を
。

【
区

長
】
岩
手
県
大
船
渡
市
と

２４
年
度
に
は
協
定
を
締
結
し
、
交

流
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

高
一
小
の
防
災
教
育
の
推
進
を

【
質

問
】
東
京
大
学
地
震
研
究

所
の
協
力
な
ど
を
受
け
、
全
国
的

に
評
価
さ
れ
て
い
る
高
一
小
の
防

災
教
育
を
区
内
全
校
に
進
め
よ
。

【
教
育
長
】
校
長
研
修
会
で
は
、

高
一
小
校
長
を
講
師
に
迎
え
、
避

難
訓
練
ビ
デ
オ
を
使
い
防
災
教
育

の
実
際
を
学
ん
で
い
る
。
成
果
が

各
校
に
持
ち
帰
ら
れ
、
避
難
訓
練

の
改
善
を
含
め
た
防
災
教
育
の
見

直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

大
山
ま
ち
づ
く
り
の
未
来
予
想
図

【
質

問
】
下
板
橋
日
大
病
院
ト

ラ
ポ
リ
ス（
高
度
福
祉
医
療
拠
点
）

構
想
の
実
現
と
現
日
大
病
院
敷
地

に
日
大
他
学
部
を
移
転
、
補
助
２６

号
線
の
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
交
差
部

分
の
掘
割
化
、
東
上
線
の
地
下
化
、

線
路
跡
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
、
路

線
バ
ス
が
複
数
発
着
す
る
駅
前
ロ

ー
タ
リ
ー
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
、
地
下
鉄（
仲

宿
‐
大
山
線
）
、
板
橋
キ
ャ
ン
パ

ス
に
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
千
川
上
水

清
流
復
活
、
文
化
会
館
の
建
替
え
、

駅
ビ
ル
の
中
に
昔
懐
か
し
い
商
店
、

補
助
２６
号
線
と
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド

の
交
差
部
分
に
親
水
公
園
、
こ
れ

ら
１２
項
目
の
実
現
が
私
の
夢
。
区

長
の
見
解
は
。

【
区

長
】
い
ず
れ
も
重
要
な
項

目
で
あ
り
、
新
た
な
公
共
交
通
の

導
入
や
清
流
の
復
活
は
、
生
活
や

街
並
み
に
利
便
性
、
潤
い
、
安
ら

ぎ
な
ど
を
も
た
ら
す
と
考
え
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
「
安
心
・
安
全

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
で
区
民
の
生
命

・
財
産
は
守
れ
る
の
か
、
東
上
線

立
体
化
、
産
業
技
術
支
援
セ
ン
タ

ー
開
所
、
区
政
運
営
の
あ
り
方
に

つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

防
災
対
策
に
つ
い
て

【
質

問
】
�
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
避
難
場
所
の
明
示
を
。
�
地
域

別
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
を
。
�
防

災
備
蓄
品
の
見
直
し
を
。
�
防
災

教
育
の
今
後
の
取
組
み
は
。

【
区

長
】
�
表
示
方
法
を
工
夫

し
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
し
た
い
。

�
防
災
マ
ッ
プ
の
改
善
に
向
け
た

検
討
を
進
め
る
。
�
２４
年
度
に
備

蓄
体
制
の
再
構
築
を
行
う
予
定
。

【
教
育
長
】
�
現
在
、
防
災
教
育

検
討
会
議
を
設
置
し
、
今
後
の
防

災
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
指
針

を
作
成
し
て
い
る
。

区
役
所
南
館
改
築
に
お
け
る
区
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

【
質

問
】
�
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
増

設
を
。
�
食
堂
で
、
タ
ニ
タ
レ
シ

ピ
を
取
り
入
れ
た
健
康
な
食
の
提

供
を
。
�
障
が
い
者
へ
の
明
る
く

広
い
販
売
コ
ー
ナ
ー
の
常
設
を
。

【
区

長
】
�
増
設
は
厳
し
い
。

�
検
討
を
進
め
る
。
�
提
案
の
趣

旨
を
踏
ま
え
配
慮
を
し
て
い
く
。

「
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」
の
実
施
を

【
質

問
】
幼
児
連
れ
の
親
子
が

気
兼
ね
な
く
図
書
館
を
利
用
で
き

る
「
あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」
の
実

施
を
。

【
教
育
長
】
導
入
を
検
討
す
る
。

交
番
空
白
地
域
の
解
消
を

【
質

問
】
坂
下
交
番
を
舟
渡
地

域
に
移
設
す
る
よ
う
働
き
か
け
を
。

【
区

長
】
志
村
警
察
署
に
働
き

か
け
を
し
て
い
く
。

震
災
支
援
と
対
策
を

【
質

問
】
�
都
の
災
害
廃
棄
物

処
理
支
援
へ
の
見
解
は
。
�
女
川

町
の
災
害
廃
棄
物
を
板
橋
清
掃
工

場
で
受
け
入
れ
る
際
に
は
放
射
線

量
の
測
定
結
果
の
情
報
提
供
を
。

（
裏
面
に
続
く
）

中
妻
じ
ょ
う
た

（
民

主

党
）

安

井

一

郎

（
自

民

党
）

河

野

ゆ

う

き

（
自

民

党
）

か
い
べ
と
も
子

（
公

明

党
）

長

瀬

達

也

（
合
同
ク
ラ
ブ
）

（
要
旨
）

〈〈
全全
文文
はは
、、板板
橋橋
区区
議議
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ーー
ムム
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にに
掲掲
載載
しし
まま
すす
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